
史跡甲府城跡整備基本計画策定業務委託 基本仕様書 

 

１ 業務名 

史跡甲府城跡整備基本計画策定業務 

 

２ 業務の目的 

本業務は国史跡甲府城跡について、本県の総合計画などの上位計画、史跡甲府城跡

保存活用計画と整合性を図りながら、来訪者へ史跡の本質的価値を正しく伝え、史跡

の保全と次世代への継承を図り、史跡の特色を活かした整備を目指すことを目的とし

た「整備基本計画」策定支援とする。 

 

３ 適 用 

  本業務は、本基本仕様書によるほか、次を参考に実施し、文化庁が示す指針等

に沿った計画となるように行うこと。 

 （１）『史跡等整備の手引き』平成 17年 6月文化庁文化財部記念物課監修 

 （２）『石垣整備の手引き』平成 27年 1月文化庁文化財部記念物課監修 

 （３）「記念物・文化的景観マネジメント支援事業 史跡等・重要文化的景観の保存

活用に関する調査報告書」平成 26年 3月文化庁文化財部記念物課 

 （４）『県指定史跡甲府城跡-甲府城跡保存活用等調査検討委員会報告書』2009（平成

21）年 3月山梨県教育委員会 

 （５）「甲府城周辺地域活性化実施計画」平成 29年 12月 山梨県・甲府市 

 

４ 業務の内容 

（１）史跡甲府城跡の整備の企画 

 ① 既往資料の確認・把握 

史跡に関する調査報告書、主要資料（図面、文書、地図等）、その他関連事業計

画書等の既往資料の確認を行い、計画策定に必要な情報の把握を行う。 

 ② 現状把握と課題整理 

①で把握した情報を基に、概ね以下の項目に沿って史跡の概況の整理を行う。 

ア 史跡の自然的環境・歴史的環境・社会的環境 

イ 史跡指定の状況把握、課題の整理 

ウ 史跡公開活用のための諸条件の把握 

エ 広域関連整備計画の把握（土地利用、関連法規・計画、管理運営、活用状

況等） 

オ 現地踏査の実施と各遺構の保存状況、活用状況の把握 

 ③ 整備基本方針の検討・提案 

②を踏まえ、課題の解決を念頭においた史跡の本質的価値の顕在化、関連す

る文化的資源の活用、地域に根ざした保存と活用、地域づくり、まちづくりに

おける位置づけを基本理念の中で明確にした上で、史跡整備の方針の検討を行

う。 

ア 史跡の保存・修理方法を検討、提案する。 

イ 全体計画・ゾーニングについて検討、提案する。なお、提案においては具



体的にパースで示す。 

ウ 本質的価値の保存と顕在化を念頭に置いた将来の整備計画について検討、

提案する。 

エ 史跡本来の姿を正しく伝えるための方策、公開活用の方法について検討、

提案する。 

オ 史跡整備が地域づくり、まちづくりにつながる方法について検討、提案す

る。 

カ ア～ウについて、事業工程計画（短期・中期・長期）を検討、提案する。 

 ④ 委員会の開催支援 

整備基本計画素案の策定に係る開催支援を行う。開催支援は、委員会における

事前資料、委員会資料の作成を行う。また、委員会には発注者の補助として参加

し、委員会議事録の作成、検討結果の取りまとめ等を行う。 

 

５ 委託期間  

 契約は、契約を締結した日から令和 3年１２月２７日までとし、各年度の履行期

間は次のとおりとする。 

（１）令和２年度 契約を締結した日から令和３年３月２７日まで 

（２）令和３年度 令和３年４月１日から令和３年１２月２７日まで 

 

６ 業務委託費 

 金●●●●円とする。 

（うち消費税及び地方消費税の額●●●●円とする） 

・上記の各年度の内訳は次のとおりとする。 

令和２年度は●●●●●円 

（うち消費税及び地方消費税の額●●●●円とする） 

令和３年度は●●●●●円 

（うち消費税及び地方消費税の額●●●●円とする） 

 

７ 納品物 

（１）業務報告書 A４版 

・年度ごとに作成すること                     ５部 

・簡易製本とすること                      

・委員会議事録(写真を含む)、記録簿等を付すこと 

（２）業務報告書 電子データ                    １式 

（３）本事業に伴い作成した図面原図・原稿              １式 

（４）「史跡甲府城跡整備基本計画報告書」              30部 

   「史跡甲府城跡整備基本計画」概要版             1,000部 

・想定仕様は A4版、オフセット印刷、２００ページ程度（予定） 

・計画書の詳細仕様等については、発注者及び受託者で協議の上、決定する。 

 

８ 納品場所 

  山梨県観光文化部文化振興・文化財課 



９ その他 

（１）その他、本仕様書に定めのない事項は、委託者と受託者で協議の上、決定す

ること。 

（２）委員会は全 5 回を計画しており、詳細スケジュールは次のとおり。なお、業

務の進捗により開催時期、内容、回数を変更する場合がある。 

  令和２年度 

・１回目 開催時期：令和２年９月中旬 

内   容：現地視察、 

整備基本計画構成案 

整備スケジュール案 

１ 計画策定の経緯と目的 

２ 計画地の現状 

  ・２回目 開催時期：令和２年１１月中旬 

       内  容：３ 史跡の概要と現状と課題 

４ 整備基本方針 

５ 整備基本計画（①～③） 

  ・３回目 開催時期：令和３年１月中旬 

       内  容：５ 整備基本計画（④～⑦） 

  ・４回目 開催時期：令和３年３月中旬 

       内  容：６ 事業計画 

素案（案）策定 

  令和３年度 

  ・５回目 開催時期：令和３年６月初旬 

       内  容：計画案策定 

   

  


